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千葉晃拓

選択実習の第1クールを第一外科にて実習させていただきました。1週目は大学病院の小児外科にて、2週目からは天使病院にて実習させていた
だきました。

　大学病院では、小児外科の実習をさせていただく機会が今までになかったため選ばせていただきました。その週の手術は摘便のみでしたが、
プレゼンテーションの仕方や準備の大切さを学ばせていただきました。また豚の腸を用いたウェットラボや縫合練習など手技を学ぶ機会をいた
だき手技の楽しさを実感することができました。

　天使病院では、ヘルニアや胆嚢炎などのcommon diseaseの手術を多く入らせていただきました。術式は同じでも患者さんにより気をつける
べき点など異なり、準備の大切さを痛感しました。天使病院では腹腔鏡のシュミレーションを体験させていただき中々上手く扱えない歯痒さも
ありながら楽しく実習をすることができました。

最後になりますが、お忙しい中熱心に指導してくださった先生方に感謝申し上げます。４週間、大変お世話になりました。
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宮澤　諒

　選択実習において北大病院の第一外科と稚内市立病院の外科で実習させて頂きました。
実習期間中、稚内では主に乳癌や消化管癌の手術に助手として参加しながら手技について教えて頂いたほか、地域医療のあり方や医師の人生
設計についてなど外科治療以外のことも含め幅広く教えて頂きました。
　大学での実習では肝胆膵・移植グループの手術を見学させて頂きました。大施設ならではの人数や設備を生かした治療とともに、高難度の
手術でも若手の医師が部分的に執刀される、経験を積める環境が印象的でした。
役割の異なる二つの病院での実習は将来の進路に対する考えにも影響する充実した4週間でした。お世話になった先生方、職員の皆様、本当に
ありがとうございました。また、これからもよろしくお願いいたします。
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舟越 まなつ

3週間市立稚内病院、1週間北大肝胆膵グループで実習させていただきました。

市立稚内病院には宗谷一帯からの(利尻からの搬送含む)症例が集まってきており、乳癌・ヘルニア・虫垂炎・消化管穿孔・絞扼性イレウスな
ど、毎日様々な手術に入らせていただくことができました。地域医療の特性上、学生もしっかり人手として使っていただき、緊急の虫垂炎オペ
では第一助手としてカメラ持ちをさせていただく経験もできました。
また、市立稚内病院では外科の先生が透析もされており、シャント造設術も見学させていただくことができ、とても細かい解剖を見ることがで
き興味深かったです。
さらに中本先生から、検査について・助手としての姿勢・働き方改革についてなどなど日々熱いメッセージをいただくこともできました。
研修病院としても本当に面白く、大自然の広がるのびのびとした雰囲気の中で美味しいものに囲まれながら公私ともに色々な経験を積むことが
できる環境であり、研修医の先生方や他職種の方々と色々お話できたのもキャリアを考える上で貴重な経験となりました。

北大の肝胆膵グループでは長くて複雑な手術を丁寧に行っている様子を見学させていただくことができ、横で同期たちとともにCTとにらめっこ
して脈管の走行を追ったりしていたのが良い思い出です。
年の近い専攻医の先生からもお優しくご指導いただき、楽しく実習させていただくことができました。

4週間の実習を調整していただき、ご丁寧にご指導してくださりありがとうございました。
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